
農業委員会では、農業者等から申請のあっ
た農地の売買・賃貸借等の権利移動（農地法
第３条）や転用（農地法第４条、第５条）な
どについて、毎月１回総会を開催し、慎重審
議の上、許可を決定しています。農業委員会
等に関する法律で「総会は招集」と定められ
ていることから、コロナ禍においても、議席
の間隔を広く取り、窓を開け、風通しを良く
して開催しています。
また、許可等の審査を適正に行えるよう、「開
発に関する法や制度」、「国や市の農林水産関
連予算」等の研修会を実施し、研鑽に努めて
います。
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次ページに「令和４年度の業務計画」を掲
載しています。今年度も許可業務のほか、農
地利用最適化推進業務等に積極的に取り組ん
でまいります。

農業委員会活動紹介

研修会の様子

発行日／令和４年５月１日編集・発行／仙台市農業委員会
　　　　　　仙台市青葉区国分町三丁目７番１号
　　　　　　電話 ０２２（２１４）４３０８（直通）
　　　　　　FAX ０２２（２１５）５８０３ または　　　　　 で検索
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農業委員会だより
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仙台市令和４年  春季号

農業委員会だよりの紙面をリニューアルしました！
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Ⅰ  業務方針
我が国の農業・農村は、農業者の高齢化・担
い手不足、鳥獣被害の拡大や農業所得の大幅な
減少等により、農山村の活力の低下など厳しい
状況が続いている。また、新型コロナウイルス
の世界的な感染拡大は依然収束せず、国内の経
済活動は大きな打撃を受け、農畜産物の消費減
少や価格低迷に拍車をかけている。
加えて、農産物等の国内生産・消費に大きな
影響を及ぼす「環太平洋パートナーシップ（Ｔ
ＰＰ）協定」や、日ＥＵの経済連携協定（ＥＰＡ）
の発効・日米貿易交渉の合意など農業を取り巻
く新たな国際環境の下で、我が国の農林水産業
の体質強化を図っていかなければならない状況
である。
このような中、本農業委員会では農業委員と
農地利用最適化推進委員が両輪となり、今まで
以上に本市農業の健全な発展に寄与するため、
農地利用の最適化を確実に推進することがます
ます重要となっている。その役割と責任を十分
に果たすよう、農地法等の許認可審査をはじめ、
農業者の皆様と連携を図りながら、「農地等の
利用の最適化の推進に関する指針」を基に、実
効性のある地域活動等を推進するものである。
具体的には、第一に「担い手への農地利用の
集積・集約化」、第二に「遊休農地の発生防止・
解消」、第三に「新規参入の促進」の３つの目
標を掲げ、担い手となる認定農業者や生産組織

等を育成し、農地の利用集積・集約をするとと
もに、農地パトロールによる遊休農地の調査と
指導・違反転用農地の是正指導、更に農外から
の新規就農の促進などを行い、地域農業の持続
的な発展に資するよう取り組んでいく。
更に、宮城県農地中間管理機構やＪＡ仙台と
連携し、農地の集約化等によって生産コスト等
を削減し、農業所得の安定・向上に取り組むと
ともに、人・農地プランの実践に向け、地域の
話し合い活動に参画し、積極的な役割を果たし
ていく。
農業委員及び農地利用最適化推進委員が一致
団結し、着実な取り組みとその成果を上げるた
め、盤石な体制で業務を遂行していく。

Ⅱ  活動計画（抜粋）
１．農地行政活動
・農地法及びその他の法令によりその権限に
属する事項の審議
・「農地等の利用の最適化の推進に関する指針」
の実行及び次期計画の策定
・農地等利用最適化推進施策の改善意見の提
出等
・農地移動適正化あっせん事業
・農地の違反転用防止対策
２．農業振興活動
・地域振興活動の推進
・農業者年金の加入促進

令和３年12月10日（金）にＪＡ仙台高砂支
店で、宮城野区在住の農業者年金未加入者を
対象に、農業委員、農地利用最適化推進委員
も参加し、加入推進の説明会を開催しました。
農業者年金制度の説明には、農業者年金の
概要のビデオを活用したことから、参加者全
員から「わかりやすかった」と好評でした。
また、当日のアンケートでは、「農業者年金
に加入したい」、「加入は家族と相談したい」
と意見がありました。今後も地区を変えて、
説明会を開催する予定です。

農業者年金は、安心で豊かな老後生活をサ
ポートするのに役立ちます。社会保険料控除
による税制優遇措置で節税効果もある農業者

年金に加入し
ましょう。

〔事務課振興係〕
電話
214－4353

問い合わせ先

農業者年金新規加入者説明会を開催

令和４年度仙台市農業委員会業務計画
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農地法第３条の許可実績
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令和３年11月から令和４年２月までの農地法第３条（売買・
賃借等）の許可実績は次のとおりです。

　地域農業の担い手の意見を今後の農政に反映
させ、本市農業の課題解決や改善に役立てるた
め、令和４年１月19日（水）に仙台市認定農業
者連絡会役員６名と農業委員との意見交換会を
開催しました。
　最初に農業委員から、農業委員と農地利用最
適化推進委員の役割について情報提供を行い、

その後「米価下落に対する必要な施策及び今後
の展望について」をテーマに意見交換を行いま
した。
　認定農業者からは、「学校給食に環境保全米
を使用し始めたが、一般の米も、より多く使用
してくれるよう工夫して欲しい」、「環境保全米
への補助上乗せを希望する」等の意見が出され
ました。
　また、「現在農林水産省がローカルフードプ
ロジェクト（ＬＦＰ）を進めており、マーケッ
トの視点からの商品開発・販売戦略が必要」等
の提言をいただき、参加者間で農業を取り巻く
状況の理解を深めました。
　今後も、広く農業者の皆様との交流を図り、
意見を取り込みながら、農業委員会の役割を
しっかり果たしてまいります。

認定農業者との意見交換会を開催しました

～現況届を提出してください～
（独）農業者年金基金から５月下旬
に「現況届」の用紙が郵送されます。
６月１日（水）から30日（木）までに最
寄りのＪＡ仙台各支店か農業委員会
に、持参または郵送で提出をお願い
します。

〔事務課振興係〕
  電話
  214－4353

問い合わせ先

相続（遺産分割、包括遺贈及び相続人に対する特定遺
贈を含む）、法人の合併・分割、時効等により、農地法
の許可を受けることなく農地の権利を取得した場合には、
農業委員会へ届出が必要です。法務局で登記事項を変更
した後に、次の書類を速やかに提出してください。
１．農地法第３条の３の規定による届出書（様式はホ－
ムページからダウンロードできます）

２．農地を取得したことを証明する書類（登記事項証明
書等（コピー可））　
詳しくは、お問い合わせください。

〔事務課農地係〕電話 214－4340問い合わせ先

農業者年金を受給している皆様へ
農地を相続等した場合は、
　　　　　農業委員会へ届出を！
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青葉区芋沢にお住まいの

にお話しを伺いました。
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［再生紙使用］

何を作付けしていますか？
ネギ、白菜等の野菜類の
ほか、ヤーコン、プチベール、
ガパオ（バジルの一種）など
の珍しい野菜も含めて、約
30種類ほど作付けしていま
す。地域性を生かし、自然薯
も家族で栽培しています。
販売先は？
地元スーパーのインショッ
プ等で販売しています。
良かったことは何ですか？

お客様と直接、「調理方
法や、こんな野菜が欲しい」
など、色々な話が出来ること
です。それを踏まえて自身の
生産技術、知識の向上を図
ることができました。
大変なことは何ですか？
天候に左右されたり、害
虫・害獣の対策をしたりなど、
計画通りの農作業を進める
ことが大変でした。
楽しみは何ですか？
ドライブがてら各地の道
の駅や農産物直売所巡りを
することや、収穫した野菜を
使ってオリジナル料理を作る
ことが好きです。
今後の目標は？
安心安全な野菜を作って

いくために技術の向上を目
指します。手作り味噌、梅干
し、漬物等の加工品作り、
販売にもチャレンジし、活動
範囲をますます拡げていき
たいです。

設置者からシイタケの栽培状況の説明を受ける委員

高砂区域では、農業委員１名と農地利用最適化
推進委員３名で月２回の農地パトロールを実施し
ています。区域内では、大区画ほ場整備が行われ、

遊休農地の発生率は低いため、それ以外の特に住
宅に隣接しているほ場などを見回り、地域の方々
とのコミュニケーションも大切にしながら活動し
ています。
２月のパトロールでは仙台市内で唯一の営農型
太陽光発電を設置し、農業シェアリングを実施し
ている会社を訪問し、営農状況を確認しました。
ここでは太陽光パネルを設置した空間を農業用に
利用し、原木シイタケの栽培に取り組んでいます。
生育は順調で、震災復興のため地元の方々の雇用
を優先しながら発電・営農の両方で収益を上げる
ことを目標としてがんばっていました。

（農地利用最適化推進委員　鈴木　可和）

今号から「農業委員会だより」は、
文字を大きく、タテ書きからヨコ書き
に変更し、大きく紙面体裁をリニュー
アルしました。今後とも農家の皆様へ
役立つ情報を提供してまいりますので、
ご愛読をよろしくお願いします。

※駐車の際は、市役所本庁舎の来庁者用駐車場を
　ご利用ください。 電話 214－4308
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宮城野区 高砂区域

（会報編集チーム 副チーム長　小野寺　潔）

編 集 後 記

区域活動報告

（聞き手：編集委員　庄子　亮一）
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